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新型コロナ患者の療養体制について①

県内で未曾有の感染拡大が起こる中、陽性者の療養について以下の方針とします。

①入院

●県内２２の医療機関が、療養者数の

増加の程度に応じて、ピーク時までの

段階的なフェーズを設定し、それぞれ

のフェーズで必要な病床数を確保

・入院・加療が必要と判断された方
・重症化リスクが高い方
（高齢者、基礎疾患のある方等）

①入院

医療機関受診等⇒陽性

②宿泊療養施設 ③自宅療養

・入院・加療の必要性が低いと判断された方
・重症化リスクが低い方
・家庭状況など、ご本人の状況を確認のうえ、個別に判断

②宿泊療養施設
●東横INN（250室程度）に加え、アパホ
テル富山（250室程度）を8/27から開設

●看護師が常駐し、毎日健康観察

●症状が悪化した場合は速やかに入
院できるよう、県が調整

③自宅療養
●必要な方にパルスオキシメーターを
貸し出し、厚生センター等が毎日健康
観察

●症状が悪化した場合は速やかに入
院できるよう、厚生センター等が調整

医師の判断（厚生センター等）
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又は
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新型コロナ患者の療養体制について②

➢感染妊婦の分娩は、従来から県内５病院で
病床を確保し対応

➢このたび、かかりつけ産科医のご協力のも
と、自宅又はホテル療養中の妊婦の観察、
産科的入院の必要性の判断などを実施


